
第３回 ICT を活用した自立活動の効果的な指導の在り方検討会議 次第 

 

日時：令和４年２月 14 日（月）   

10 時 00 分～12 時 00 分    

場所：兵庫県民会館 1202 会議室 

 

１ 開  会 

・開会あいさつ 

 

２ 報告事項 

  ○研究指定校より今年度の取組報告 

   ・県立姫路聴覚特別支援学校 

   ・県立豊岡聴覚特別支援学校 

 

  ○事務局より 

   ・京都宇治支援学校視察報告 

   ・リーフレット作成について 

   ・今年度の事業の取組について 

   ・次年度に向けて 

 

 

３ 協議事項 

  テーマ「ICT を活用した自立活動の効果的な指導の在り方調査研究事業の

成果と今後の課題について」 

 

４ 閉  会 

(1) 事務連絡   

(2) 閉会あいさつ 



令和４年２月14日（月）
兵庫県民会館1202会議室

No. 名　前 所属　役職 備考

1 丹羽　登 関西学院大学　教授

2 小川　修史 兵庫教育大学大学院　准教授

3 相本　広幸
兵庫県小学校長会　副会長
（相生市立相生小学校　校長）

テレビ会議

4 東川　富彦
兵庫県中学校長協会・副会長
（西宮市立甲陵中学校）

5 村松　好子
特別支援教育諸学校長会・会長
（県立東はりま特別支援学校）

テレビ会議

6 河村　有紀彦
研究指定校・校長
（県立姫路しらさぎ特別支援学校）

テレビ会議

7 垂井　健一
研究指定校・校長
（県立西はりま特別支援学校）

テレビ会議

8 原田　綾女
西宮市教育委員会学校教育部特別支援教課
課長

テレビ会議

9 小西　圭子
特別支援学校ＰＴＡ連合協議会・会長
（県立姫路特別支援学校）

10 井上　三枝子
公益財団法人兵庫県手をつなぐ育成会
理事長

11 山下　豊久 県立姫路聴覚特別支援学校
テレビ会議

※研究指定校報告者

12 河島　ひとみ 県立姫路聴覚特別支援学校
テレビ会議

※研究指定校報告者

13 　元井　深香 県立豊岡聴覚特別支援学校
テレビ会議

※研究指定校報告者

14 竹中　正彦
県立姫路しらさぎ特別支援学校特別支援学
校

テレビ会議
※オブザーバー

15 藤井　圭汰 県立西はりま特別支援学校
テレビ会議

※オブザーバー

第３回　ICTを活用した自立活動の効果的な指導の在り方検討会議　出席簿



第３回
ＩＣＴを活用した自立活動の

効果的な指導の在り方検討会議

実践報告

県立姫路聴覚特別支援学校
聴覚支援センター

山 下 豊 久

1

対象生徒の実態と指導目標

生徒① 中学校３年 男子

障害の程度： 中等度難聴（右６０ｄＢ 左５４ｄＢ）
両耳補聴器装用 療育手帳Ｂ２

実態

○小学５年時に難聴であることが判明、補聴器を装用
○中学２年時より通級指導を開始。
○聞こえだけではなく、発達の面での困難さもあり、学習
の面での遅れもあり、手帳を取得。

○一時、登校しにくい状況であったが、通級指導には出席。
現在は登校できているが、別室指導を受けることが多い。

○通級指導については、保護者引率で公共交通機関を用
いて来校しているが、母親の負担が大きくなる時がある
ため、遠隔通級指導の対象とした。 2
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生徒① 中学校３年 男子

指導目標

○自分自身の障害の特性を理解して対処法を身につけると
共に、周囲の人々にも自身の特性について理解を求めるこ
とができる力を育ませる。

○聞こえにくさによる言語の習得の難しさを克服するために、
語彙力を高める学習に取り組ませる。

○積極的な人間関係構築のためのコミュニケーション力を培
わせる。

3

生徒② 中学校３年 女子

障害の程度： 一側性難聴（右７８ｄＢ 左１２ｄＢ）
補聴器装用なし 療育手帳Ｂ２

実態

〇週に一回予定の来校での指導が、引率をして来る母親の
都合で欠席することが多いため、遠隔通級指導の対象とした。
〇発達の面での困難さはあるが、何事にもまじめに取り組むこ
とができ、教科によっては学業成績も向上している。
〇言葉遣いはよく、いつもていねいな言葉使いで話すことがで
きるが、人とのコミュニケーションは苦手で、一般常識的な言
葉に対する知識が乏しい。
〇自身の聞こえや特性については理解しているが、その特性を
受容することが難しい。

4
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生徒② 中学校３年 女子

指導目標

〇聞こえにくさから生じる困難さを理解し、その対処法を身に
つけさせる。

〇自身の特性を受容し、周囲の人にその特性を理解してもら
うことの大切さを知らせ、他者との人間関係を円滑に進める
ことができるコミュニケーション力を育ませる。

〇一般常識的な語彙力を高める。

5

指導の手立て

〇興味関心をもって取り組めるように、クイズ形式で学べ
るようにした。

〇パワーポイントでイラストや写真を提示しながら、記憶
に残りやすいように視覚的な情報を多く取り入れること
で語彙の定着を図った。

〇学んだ語彙や手話を用いて、
例文を作ったり、指導者と
対話をする活動を取り入れた。

6
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7

8
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指導上の工夫

〇聞き手の判断で、ヘッドセットが装用できるよう
に準備した。また、指導者声が聞き取りやすくなる
ように高品質音声マイクを使用した。

〇会話の中で、理解できていない言葉や深めたい
内容があった際に、小さなホワイトボードを用いて、
カメラに向けて提示するなど、スムーズに活動が
できる方法を考えた。

9

10
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11

12
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指導内容

〇季節の風物詩に関する言葉や時事問題の言葉などを
学ぶ。その中で、それらの言葉にまつわる常識や慣習
などについて理解する。

〇基本的な漢字の四字熟語や英単語を興味をもって覚
える。

〇指文字やあいさつの手話を紹介して、手話でのコミュ
ニケーションを楽しむ。

教 材

〇パワーポイントを共有画面で提示した

13

K〇〇〇 K〇〇〇 ←（名前）

リモート通級教室②

１０月１３日（水）の時間割

７時間目（１６：００ ～）自立活動

①風物詩・時事・常識・漢字クイズ

②簡単な手話を覚えよう②

14
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（風物詩・時事・常識クイズ）

１０月のクイズ

15

第５問 秋になるとイチョウにみのる実の名前
はなんでしょうか？

① 栗 ② どんぐり ③ ぎんなん
（銀杏）
○

第６問 季節に応じて制服を変更することを、
何というでしょう？

① 衣装替え ② 着替え ③ 衣替え
いしょうがえ きがえ ころもがえ

○
16
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第７問 秋の味覚の1つであるサンマを食べる時、
大根おろしが添えてあることが多いと
思うのですが理由は何故でしょうか？

① 縁起が良いため
② 胃もたれを防ぐため
③ 見た目を良くするため
○

第８問（なぞなぞ）秋のサクラってどんな花？

（ ）コスモス（秋桜）

17

第11問 ９月２９日に行われた世間で大注目された
選挙は何ですか？
① 東京都知事選挙
② 自民党総裁選挙
③ 衆議院選挙○

第12問 その選挙が国内外から大きな注目を浴びた理由は
何ですか？ 理由を説明した文中の（ ）に適す
る言葉を書き入れなさい。

この選挙は、事実上、日本の新しい次期（① ）
を決める選挙になるからです。
現在は（② 党）が国会で多数議席を有しているため、
（② 党）の総裁選びは、次の（① ）に直結する
のです。

総理大臣

自民
自民 総理大臣

18
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第13問 その選挙で当選した人は下の写真の
どの人ですか。その人の写真を選び、
名前を書きましょう。

岸田 文雄（きしだ ふみお） 高市 早苗（たかいち さなえ）

野田 聖子（のだ せいこ） 河野 太郎（こうの たろう）

○

19

第１５問 「ローソン」「セブンイレブン」「ファミリーマート」
「サークルＫさんくす」などの名前で親しまれている
お店のことを総称して何と言いますか。

（ ）コンビニエンスストア(コンビニ）

第１６問 「ガスト」「ロイヤルホスト」「サイゼリア」
「ジョイフル」などの名前で親しまれているお店
のことを総称して何と言いますか。

（ ）ファミリーレストラン(ファミレス）
20
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第１９問 以下の物の数え方を表す言葉(数詞)を
（ ）に書き入れましょう。

① 鉛筆１（ ）
② 写真アルバム２（ ）
③ 消しゴム３（ ）
④ 牛４（ ）
⑤ 犬５（ ）
⑥ すずめ６（ ）
⑦ うさぎ７（ ）
⑧ わりばし８（ ）

本（ぽん）
冊（さつ）

個（こ）
頭（とう）
匹（ひき）

羽（わ）
羽（わ）
膳（ぜん）

21

漢字クイズ その①

□に共通する漢字を一字書き入れて、
四つの熟語を完成させなさい。

修
改

直
常正

22

- 11 -



①私の名前は○○○○です。

例：

23

③私はサッカーが好きです。

④私は○○（食べ物など）が好きです。

例：

24
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校内の指導体制

〇スムーズに行えるように場所の確保など、協力体制
を整えた。

〇指導者は、地域支援・通級担当がおこなった。

関係機関との連携（在籍校・保護者等）

〇在籍校とは、密に連携を取り合い、事前の打ち合わ
せや機器の接続についての準備をおこない、指導後
は、成果などをうかがった。

〇保護者には、指導の様子や内容について、対面時に
お伝えした。

25

成果

〇パソコンなどからの聞き取りや相手への伝え方の難し
さを体感することで、自身の聞こえについて知り、聞こえ
にくさや伝えにくさへの対処法を考えることができた。

〇視覚的な情報を画面で指導者の顔と同時に提示でき
たために集中して聴くこともできたので、理解がしやす
かった。

〇初めての手話に興味をもち、手話でコミュニケーション
を楽しむことができた。

〇普段の対面の授業・指導とは異なる遠隔での指導を楽
しみにするようになった。

26
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児童生徒…オンラインで画面上でのやり取りが楽しかった。

保護者…引率していけない時に、遠隔指導だと欠席しなくても
よくなったのがありがたい。

教員…学校で通級指導の様子を見ることができ、生徒の思い
がけない実態（語彙力の無さ、常識的なことを知らない
など）を知り、支援や配慮の必要性をあらためて感じた。
また、対象生徒が学校を休みがちな時期でも、遠隔通
級を楽しみに登校していた。

遠隔による通級指導の感想

27

今後の課題

〇指導者が遠隔システムの知識を高め、もっと多様な
指導の方法を考える必要がある。

〇遠隔指導だけでは、指導内容が定着しにくいので、
対面指導で確認する必要がある。

〇遠隔通級の対象となる児童生徒の選び方が課題で
あると感じる。遠隔通級に適している場合もあれば、
そうでない場合もある。また、保護者のニーズに合
わない場合もあるので、事前の十分な検討・合意形
成が必要であると感じる。

28
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協議事項 

テーマ「ICT を活用した自立活動の効果的な指導の在り方調査研究事業の成果と 

今後の課題について」 
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